
　元弘元年のある夜、道忍上人の夢に観音さまが現れ、「私は川のほと
りにいる。⼈々に恵みを与えたいので、私をまつってくれ」と⾔われ
た。翌朝、⻑瀬領主の兵庫公も同じ夢を⾒たと聞いて、何とも不思議
なことだと思い、⽇暮れに⼟岐川のほとりを訪れたところ、柳の⽊の
もと光り輝く仏像を⾒つけた。兵庫公は⽴派なお寺を建ててその仏像
をまつり、⻘柳⼭⻑福寺と名付けた。
　その後、寺が大水で全て流されるも、何とか仏像だけは救い出し、
現在の場所に寺を移したと伝わる。
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　それから十日も経たぬうちに、文秀は突然裸で走り回るようになっ
た。⽌まると地⾯から⼑が⽣えてきて⾜を刺されるとわめき、絶えず動
きつづけていた。話を聞いた⼟地の代官が⽂秀を⾺にのせて連れて⾏
ったが、⽂秀は⾺の上でも⼑に刺されるとさけび続けた。「剣樹⼑⼭」
という地獄に、⽣きながら落ちてしまったのだった。
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中之郷【僧文秀のこと】
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　中之郷の僧、文秀は、庄屋の娘と
深い仲だったのをある男に知られ、
⾦⼦で⼝⽌めしようとした。男は⾦
を受け取ったにもかかわらず、⾔い
ふらしてしまった。怒った⽂秀は、
⼈形に⼑を何度も突き⽴てて男を呪
った。そのせいか、男はまもなく死
んでしまった。

か
け
や
な

小
名
田
【
小
滝
の
お
不
動
さ
ま
】

長瀬【長福寺のはじまり】

挿入画『百鬼夜行絵巻』『付喪神絵巻』（国立国会図書館蔵）一部改編
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